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飛
鳥
時
代
の
仏
教
伝
来
よ
り
約
一
五
〇
〇

年
が
経
ち
、普
段
は
意
識
し
な
い
な
が
ら
も
、

仏
教
文
化
は
日
本
の
生
活
の
あ
ち
こ
ち
に

浸
透
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
仏
教
の

開
祖
で
あ
る
釈
尊
（
お
釈
迦
さ
ま
）の
一
生
を

語
る
物
語
は
、
イ
ン
ド
、
中
国
を
経
て
地
域

や
時
代
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
な
が

ら
現
代
ま
で
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど

長
く
、広
く
語
り
継
が
れ
て
い
る
物
語
は
他

に
類
を
見
ず
、
ま
た
そ
の
時
々
の
絵
画
や
文

学
な
ど
の
芸
術
の
源
泉
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
展
覧
会
で
は
、
市
指
定
文
化
財
の
涅

槃
図
三
点
に
加
え
、
尾
張
地
方
に
伝
わ
っ
た

涅
槃
図
や
江
戸
時
代
の
絵
巻
・
版
本
を
展

示
し
、
あ
る
時
は
超
人
的
な
神
と
し
て
、
あ

る
時
は
悩
め
る
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
語

ら
れ
て
き
た
お
釈
迦
さ
ま
の
も
の
が
た
り

を
紹
介
し
ま
す
。

【
展
示
構
成
】

第
1
部
　
仏
伝
文
学
の
発
展

　
江
戸
時
代
に
は
出
版
文
化
の
隆
盛
に
伴
っ
て
、

大
衆
的
な
仏
伝
文
学
が
発
生
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、お
釈
迦
さ
ま
の
生
涯
を
紹
介
し
な
が

ら
、
絵
巻
や
版
本
の
挿
絵
な
ど
を
通
し
て
そ
の

変
化
を
概
観
し
ま
す
。

第
2
部
　
涅
槃
図
の
世
界

　
二
月
十
五
日
の
涅
槃
会
に
用
い
ら
れ
る
涅
槃

図
は
、
豊
か
な
仏
教
説
話
に
基
づ
く
仏
画
で
す
。

こ
こ
で
は
、一
宮
市
指
定
文
化
財
三
点
を
含
む
、

尾
張
地
方
に
伝
わ
る
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時

代
の
涅
槃
図
を
展
示
し
ま
す
。
　
　
（
成
河
端

子
）

お釈迦さまのものがたり
～涅槃図から読本・草双紙まで～

【休館日】

4月27日（月）・30日（木）、5月7日（木）・11日（月）・18日（月）・25日（月）

講演会「日本文化における涅槃図・仏伝図の意義」

【講師】渡邉里志氏（東海学園大学准教授）

【日時】5月10日（日）午後1時30分から3時

【場所】博物館講座室

【定員】100名（先着順）

【申込】当日正午より整理券を配布

【内容】釈迦のさまざまな姿を表した涅槃図・仏伝図は、日本文

化のなかで重要な役割を果たしてきました。涅槃図・仏伝図と

仏教儀式（涅槃会・仏生会）との関わりをふり返りながら、私た

ちにとっての涅槃図・仏伝図の意義を考えてみたいと思います。

《仏涅槃図》鎌倉時代

一宮市大江・福寿院蔵

企画展

平成21年4月25日（土）～5月31日（日）

仮名草子の素朴な挿絵

『釈迦八相物語』8巻8冊　寛文6年（1666）刊

東海学園大学図書館哲誠文庫蔵

　絵入りの版本として出版された『釈迦八相物語』は、江戸時

代のロングセラーのひとつです。挿絵はシンプルな木版画で

すが、こんなに小さくてもちゃんと涅槃図になっています。

三世豊国が描く涙の別れ

『釈迦八相倭文庫』58編116冊

天保16年～明治4年（1845～71）刊　名古屋市蓬左文庫蔵

　絵と文章で語られる草双紙。表紙や挿絵を描いたのは、武

者絵で有名な浮世絵師・三世歌川豊国らです。白馬に乗って

出家する悉達太子とその妻・耶輸陀羅の別れの場面も当世

風の風俗で描かれています。

　平成19・20年度の2か年をかけて、一宮市指定文化財の涅槃図2点が修復されました。

博物館での公開は平成2年度「一宮の文化財」展以来19年ぶり、修復後は初の展示となります。

生まれ変わった姿をぜひご覧ください。

修復なった
2点の涅槃図

Information

イベント

《仏涅槃図》鎌倉時代

一宮市本町通・地蔵寺蔵
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茶の湯の浸透
─茶進上仕りたく─

企画展

平成21年6月20日（土）～7月26日（日）

来
ル
十
日
正
午
時
刻
、

麁
茶
進
上
仕
度
、

勿
論
何
ニ
御
風
情
も
無
御
座
候
へ
と
も
、

何
卒
御
親
子
御
三
方
様
御
遊
来
被
成
下
置
候

　
こ
れ
は
江
戸
時
代
後
期
の
弘
化
三
年
（
一

八
四
六
）
十
一
月
に
出
さ
れ
た
茶
会
案
内
状

の
一
節
で
す
。
茶
会
を
催
し
た
の
は
、
村
の
お

寺
の
僧
侶
、
お
客
と
し
て
誘
わ
れ
た
の
は
、

同
じ
村
に
住
む
庄
屋
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
後
期
、
尾
張
で
は
茶
の
湯
が
流
行

し
ま
し
た
。
茶
の
湯
は
、
名
古
屋
城
下
町
に
住

む
武
士
や
町
人
ば
か
り
で
な
く
、
村
に
住
む
農

民
に
ま
で
浸
透
し
て
い
き
ま
す
。
村
で
の
茶
の
湯

は
、
庄
屋
層
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
彼

ら
が
所
持
す
る
茶
道
具
の
中
に
は
、
尾
張
藩
主

や
藩
士
な
ど
が
焼
い
た
品
や
尾
張
藩
の
御
数
寄

屋
頭
が
書
付
を
し
た
品
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
、
彼
ら
は
茶
会
を
催

し
ま
し
た
。

　
一
方
、宇
治
は
抹
茶
の
生
産
地
で
し
た
。

　
茶
壺
道
中
で
知
ら
れ
る
将
軍
家
へ
の
茶
詰
は
、

宇
治
の
茶
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
尾

張
徳
川
家
で
も
将
軍
家
と
同
様
に
宇
治
茶
師
に

よ
っ
て
、
茶
詰
が
行
わ
れ
、
宇
治
か
ら
抹
茶
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

本
展
覧
会
で
は
、江
戸
時
代
後
期
に
村
で
展
開

さ
れ
た
茶
の
湯
を
通
し
て
、
当
時
の
人
々
の
豊
か

な
趣
味
の
世
界
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
宇
治
茶

師
に
よ
る
御
用
茶
詰
や
抹
茶
生
産
に
つ
い
て
も

紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　 

（
坪
内
淳
仁
）

（右）箱蓋表書「戸山やき」

（左）箱蓋裏書「弁天卜唱　知止斎　造之」

茶事記（個人蔵）

雑略記（個人蔵）

戸山焼茶碗　銘弁天（個人蔵）

そ
　
ち
ゃ
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博物館アルバム2008.10-2009.3●●●展覧会・講座

企
画
展

一
宮
三
八
市
の
に
ぎ
わ
い

10
月
11
日
〜
11
月
24
日

企
画
展

2
0
0
8

一
宮
市
現
代
作
家
美
術
秀
選
展

12
月
6
日
〜
12
月
21
日

企
画
展

く
ら
し
の
道
具
〜
今
と
昔
〜

平
成
21
年
1
月
10
日
〜
3
月
1
日

　
本
展
覧
会
は
、
歴
史
を
学
び
始
め
る
小
学
生
を

対
象
に
企
画
し
、
今
回
で
十
七
回
目
と
な
る
展
示

で
す
。
展
示
構
成
は
衣
食
住
の
資
料
を
中
心
と
し

た
民
俗
資
料
展
示
を
主
軸
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、木
曽
川
上
流
山
間
部
、知
多
半
島
・
渥
美
半
島

海
浜
部
の
自
然
環
境
が
異
な
る
地
域
の
資
料
と

比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
よ
る
生
活
道
具

や
く
ら
し
の
違
い
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

●
会
期
中
の
催
し

●
1
月
18
日（
日
）「
山
の
く
ら
し
を
体
験
！
」

●
2
月
1
日（
日
）「
海
の
く
ら
し
を
体
験
！
」

●
2
月
15
日（
日
）・
3
月
1
日（
日
）

　
　
　
　
「
平
野
の
道
具
を
使
っ
て
み
よ
う
！
」

●講演……

10/19（日）　『尾張の「在方町」を考える』名古屋芸術大学教授　松田憲治氏

10/26（日）　『「尾張」の市場覚書』愛西市教育委員会学芸員　石田泰弘氏

11/2（日）　『やきもの文化を語る‐瀬戸物の流通‐』

　　　　　愛知県陶磁資料館副館長　仲野泰裕氏（愛知県陶磁資料館共催講演会）

11/16（日）　『尾張の名産と流通』日本福祉大学准教授　曲田浩和氏

●公演……　11/9（日）　『尾張万歳』尾張万歳保存会

●イベント…『三八茶屋』（会期中の3と8のつく日に開催）

会期中の催し

　
真
清
田
神
社
の
門
前

で
開
か
れ
て
い
た
三
八

市
は
江
戸
時
代
の
中
期

に
始
ま
り
、
昭
和
時
代

の
初
期
頃
ま
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
二
〇
〇
余

年
続
い
た
三
八
市
は
、

そ
の
規
模
を
拡
大
し
な

が
ら
、
多
く
の
商
人
や

買
い
物
客
で
賑
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
本
展
覧
会

で
は
、
三
八
市
や
そ
こ
に
集
っ
た
商
品
の
流
通
・

生
産
、ま
た
、一
宮
周
辺
の
村
々
で
開
催
さ
れ
て
い

た
市
場
も
含
め
て
江
戸
時
代
の
古
文
書
や
絵
地

図
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。
観
覧
者
の
方
々

は
、
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
、
身
分
的
に
は
農
民

な
が
ら
活
発
な
商
業
活
動
や
商
品
作
物
を
生

産
す
る
当
時
の
人
々
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

（左）三八茶屋、（上）尾張万歳公演

玉
堂
記
念
木
曽
川
図
書
館
・
第
8
回
川
合
玉
堂
展

玉
堂
の
描
い
た
動
物
た
ち

10
月
18
日
〜
11
月
16
日

公
演

民
俗
芸
能
公
演

平
成
21
年
3
月
22
日

講
演

尾
張
平
野
を
語
る
13
〜
尾
張
藩
と
木
曽
川
〜

平
成
21
年
2
月
15
日
・
22
日
、

　
　
　
　
3
月
1
日
・
8
日
・
15
日
の
各
日
曜
日

　
こ
れ
ま
で
、
本
講
座
で
は
歴
史
の
み
な
ら
ず

自
然
環
境
や
民
俗
文
化
な
ど
広
い
分
野
か
ら
講

師
を
招
い
て
講
演
会
を
行
い
、
濃
尾
平
野
―
特

に
尾
張
平
野
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
十
三
回
目
と
な
る
今
回
は
、
江
戸
時
代
の
尾

張
西
部
と
木
曽
川
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
尾

張
藩
と
木
曽
川
を
め

ぐ
る
政
治
、
制
度
、
産

業
な
ど
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。
聴
講
さ
れ
た

方
々
は
、
各
先
生
方
の

講
義
を
興
味
深
く
聞

い
て
い
ま
し
た
。

●
内
容

平
成
21
年
2
月
15
日（
日
）

「
尾
張
藩
の
成
立
と
木
曽
川
支
配
」

　
前
東
邦
学
園
短
期
大
学
教
授
　
原
昭
午
氏

2
月
22
日（
日
）

「
尾
張
藩
川
並
役
所
の
支
配
に
つ
い
て
」

　
正
眼
短
期
大
学
教
授
　
鈴
木
重
喜
氏

3
月
1
日（
日
）

「
木
曽
川
舟
運
と
商
品
流
通
」

　
愛
知
県
史
近
世
史
部
会
特
別
調
査
委
員
　
杉
本
精
宏
氏

3
月
8
日（
日
）

「
『
御
囲
堤
』
を
め
ぐ
っ
て
」

　
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
教
授
　
秋
山
晶
則
氏

3
月
15
日（
日
）

「
美
濃
か
ら
見
た
木
曽
三
川
」

　
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員
　
筧
真
理
子
氏

　
現
在
の
一
宮
市
木
曽
川
町
に
生
ま
れ
た
川
合
玉

堂
（
一
八
七
三
〜
一
九
五
七
）は
、
美
し
い
自
然
と
そ

こ
に
生
き
る
人
々
や
動
物
た
ち
を
温
か
い
眼
差
し

で
描
き
、
多
く
の
名
作
を
遺
し
ま
し
た
。
本
展
覧

会
で
は
、
玉
堂
美
術
館
の
協
力
に
よ
り
、
玉
堂
の

描
い
た
動
物
作
品
十
七
点

を
紹
介
し
ま
し
た
。
四
条

派
、
狩
野
派
、
琳
派
な
ど

の
伝
統
画
法
を
取
り
入

れ
た
玉
堂
の
画
境
を
愛
ら

し
い
動
物
た
ち
の
姿
を
通

し
て
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
展
覧
会
は
第
六
十
六
回
一
宮
市
美
術
展
の
成
果
等

を
う
け
て
、一
宮
市
美
術
展
で
の
各
部
門
の
依
頼
出
品

者
と
市
長
賞
受
賞
者
、な
ら
び
に
各
協
会
か
ら
の
推
薦

者
の
作
品
を
あ
わ
せ
て
七
十
七
点
を
展
示
い
た
し
ま

し
た
。こ
の
展
覧
会
は
、今
回
が
八
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
館
内
の
特
別
展
示
室
、ラ
ウ

ン
ジ
、講
座
室
、展
示
室
四
、ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
、
柔
ら
か
な
光
と

見
頃
を
迎
え
た
紅
葉
を
取
り

込
ん
だ
落
ち
着
い
た
展
示
室
の

中
で
二
千
人
を
越
え
る
来
場

者
の
み
な
さ
ん
に
両
方
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
一
宮
市
博
物
館
で
は
、こ
れ
ま
で
市
内
に
残
る

民
俗
芸
能
の
公
演
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
先
年
に
引
き
続
き
、
市
指
定
無
形
文
化
財
の

「
島
文
楽
」（
昭
和
三
十
六
年
三
月
二
十
七
日

指
定
）
と
「
宮
後
住
吉
踊
」（
平
成
十
二
年
六
月

二
十
二
日
指
定
）の
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

●
内
容

○
島
文
楽
・
演
目
／
「
生
写
朝
顔
話
」

○
宮
後
住
吉
踊
・
演
目
／
手
踊
（
五
十
三
次
・
音

頭
・
す
が
わ
き
・
豊
年
・
か
っ
ぽ
れ
・
深
川
）
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通年講座の1年●●●文化財保護活動

M
u
s
e
u
m
　
K
i
d
s
 
C
l
u
b

　
市
内
の
小
学
校
四
〜
六
年
生
を
対
象
に
、
歴

史
、
民
俗
、
考
古
、
自
然
、
美
術
な
ど
の
多
様
な

分
野
を
総
合
的
に
学
ぶ
講
座
で
す
。
今
年
度
後

半
は
、「
木
曽
川
の
自
然
観
察
」へ
出
か
け
る
な

ど
、外
で
の
活
動
が
主
で
し
た
。

●
主
な
活
動

古
文
書
講
座

平
成
20
年
5
月
〜
平
成
21
年
2
月

　
平
成
二
十
一
年
二
月
十
四
日
、年
間
十
回
の
講
座
を

す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、西
大
海
道
村
区

有
文
書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
。
講
座
で
は
、丹
羽
郡

西
大
海
道
村
の
村
絵
図
や
宗
門
改
帳
、五
人
組
連
印

帳
、倹
約
に
つ
い
て
の
請
書
な
ど
を
通
し
て
、古
文
書
の

解
読
と
江
戸
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し
や
生
活
文
化
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
初
心
者
の

方
は
、
慣
れ
な
い
く
ず
し
字
に

最
初
は
悪
戦
苦
闘
で
し
た
が
、

講
師
の
先
生
や
二
・
三
回
生
の

方
た
ち
と
と
も
に
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
古
文

書
の
勉
強
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
め
ぐ
り

11
月
7
日

通
年

文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル

平
成
21
年
1
月
16
日

文
化
財
防
火
訓
練平

成
21
年
1
月
23
日

木
曽
川
堤
（
サ
ク
ラ
）
保
護
活
動

10
月
16
日
・
10
月
25
日

　
三
月
の
終
わ
り
に
木
曽
川
堤
を
毎
年
彩
る

の
が
、
国
指
定
名
勝
及
び
天
然
記
念
物
木
曽
川

堤
（
サ
ク
ラ
）で
す
。
こ
れ
は
、一
宮
市
北
方
町
か

ら
江
南
市
草
井
に
至
る
約
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
り
堤
防
両
側
に
植
栽
さ
れ
た
サ
ク
ラ
の
並

木
で
す
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
植
え
ら

れ
た
こ
の
サ
ク
ラ
並
木
は
、昭
和
二
年（
一
九
二
七
）

に
国
指
定
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
百
二
十

歳
を
越
え
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
衰
え
は

目
に
余
り
ま
す
。

　
こ
の
度
愛
知
県
教
育
委
員
会
が
、一
宮
市
大

野
に
あ
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
三
本
の
保
護
を
、
県
立
稲

沢
高
等
学
校
環
境
デ
ザ
イ
ン
科
の
ご
協
力
を
得

て
、「
ま
も
ろ
う
！
育
て
よ
う
！
木
曽
川
堤
の
サ

ク
ラ
」
と
い
う
啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
行
い
ま

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
私
た
ち
の
郷
土
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
紹
介
し
て
、
文
化
財

愛
護
の
精
神
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、昭
和

四
十
二
年
以
来
毎
年
「
市
民
文
化
財
め
ぐ
り
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
四
十
四
回
目
の
今
回
は
、

常
念
寺
〜
真
清
田
神
社
・
神
社
宝
物
館
〜
木
曽

川
資
料
館
〜
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
別
館
（
旧

林
家
住
宅
）〜
森
川
家
住
宅
〜
妙
興
寺
〜
博
物

館
（
「
一
宮
三
八
市
の
に
ぎ
わ
い
」
展
見
学
）
と
い

う
従
来
か
ら
の
指
定
文
化
財
と
併
せ
て
、
近
年

登
録
さ
れ
た
国
登
録
有
形
文
化
財
の
建
造
物

を
中
心
に
し
た
コ
ー
ス
で
し
た
。

　
二
十
八
名
の
参
加
者
の
方
々
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

文
化
財
で
講
師
で
あ
る
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
ら
の
解
説

を
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
お
ら
れ
、

秋
の
一
日
、
市
内
の

文
化
財
へ
の
思
い

を
新
た
に
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

文化財パトロール（大神神社）文化財パトロール（賀茂神社）

文化財めぐり（真清田神社）

　
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
に
奈
良
・
法

隆
寺
の
金
堂
壁
画
が
焼
失
し
ま
し
た
。
以
来
こ

の
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
防
災
意

識
の
高
揚
の
た
め
各
種
行
事
を
開
催
し
、
今
年

度
は
五
十
五
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
は
消
防
本
部
と
と
も
に
一
月

十
六
日
に
文
化
財
管
理
者
宅
で
の
防
火
、
消
防

設
備
点
検
を
す
る
文
化
財
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
、同

二
十
三
日
に
は
防
火
訓
練
・
文
化
財
管
理
者
研

修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
防
火

訓
練
は
賀
茂
神

社
（
木
曽
川
町

玉
ノ
井
）
に
お
い

て
賀
茂
神
社
関

係
者
、
地
元
自

主
防
災
会
、
町

内
会
、
市
消
防

職
員
な
ど
の
方
々

が
中
心
と
な
っ

て
行
わ
れ
、
地
元

の
市
民
・
保
育

園
児
な
ど
多
く

の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

◆10月12日（日）
　「木曽川の自然観察」

◆11月23日（日）
　「モンキーセンター見学会」

◆2月8日（日）
　「くすりの歴史を学ぶ」

モンキーセンターでのゴリラのエサ隠し

↑講座に参加した子どもたちが、朽ち

てしまって室になった幹の部分に、ピ

ートモスをつめる準備をしています。

↑県立稲沢高校環境デザイン科のみなさ

んが、ピートモスをつめた部分をビニール

で覆い、さらにコモで巻く作業をしています。

　今後、不定根と呼ばれる新しい根が生

えてくると、この保護活動も成功と言えます。

※写真2枚とも、IMKC会員吉川広人君、
将人君が撮影しました。
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文化財保護事業 一宮市では文化財の管理、修理等の保存活用に要する経費の一部を一宮
市文化財保護条例に基づき補助金を交付する等の保護活動をしています。
ここでは、昨年度に保存修理された文化財を紹介します。

　
涅
槃
図
と
は
釈
迦
が
イ
ン
ド
の
ク
シ
ナ
ガ
ラ
で
入
滅
（
亡
く

な
る
こ
と
）
し
た
光
景
を
描
写
し
た
も
の
で
、
主
と
し
て
釈
迦

が
亡
く
な
っ
た
日
と
さ
れ
る
二
月
十
五
日
に
執
り
行
わ
れ
る

涅
槃
会
の
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
十
九
・
二
十
年
度
の
二
ヶ
年
を
か
け
て
、こ
の
二
幅
は

滋
賀
県
大
津
市
の
株
式
会
社
坂
田
墨
珠
堂
に
て
保
存
修
理

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
存
修
理
と
し
て
、
表
装
は
解
体
し
、
旧

の
裏
打
紙
は
除
去
を
し
て
新
た
な
裏
打
を
し
ま
し
た
。
彩
色

箇
所
の
弱
く
な
っ
た
部
分
に
は
剥
落
止
め
を
行
い
、図
面
の
汚

れ
を
除
去
し
て
い
ま
す
。
折
損
部
分
に
は
折
伏
せ
を
施
し
、よ

り
良
い
保
存
の
た
め
桐
材
に
て
太
巻
添
軸
、
屋
郎
箱
を
新
調

し
、
台
差
外
箱
を
作
製
し
ま
し
た
。
修
理
に
お
い
て
は
通
常
、

制
作
当
初
の
状
態
と
な
る
よ
う
旧
補
修
箇
所
を
除
去
等
し

ま
す
が
、
今
回
は
加
筆
の
あ
る
補
修
絹
が
大
き
か
っ
た
り
、
本

紙
料
絹
上
に
加
筆
さ
れ
て
い
た
り
な
ど
し
、
除
去
が
困
難
で

あ
っ
た
り
、除
去
す
る
と
図
様
が
大
き
く
欠
失
し
、図
柄
の
消

失
や
修
理
前
の
印
象
と
著
し
く
異
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

っ
た
た
め
、所
有
者
の
方
々
と
も
相
談
を
し
て
絵
画
情
報
の
保

存
を
優
先
す
る
方
針
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
加
筆
の
施
さ

れ
た
補
修
絹
を
再
使
用
し
た
り
、
加
筆
の
あ
る
旧
補
修
箇
所

を
残
し
た
り
等
の
処
置
と
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
図
様
の
変

化
が
少
な
い
無
地
の
補
修
絹
や
色
補
修
絹
、
加
筆
の
な
い
旧

補
修
箇
所
に
つ
い
て
は
除
去
を
し
ま
し
た
。
ま
た
旧
補
修
絹
で

残
し
た
部
分
は
、
厚
み
の
調
整
や
重
な
り
の
整
形
を
行
い
、
今

後
保
存
す
る
上
で
不
都
合
を
生
じ
る
事
が
な
い
よ
う
な
措
置

を
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
修
理
で
二
幅
と
も
旧
軸
木
に
修
理
銘
な
ど
の
墨
書

が
あ
り
、そ
こ
に
は
興
味
深
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
前
回
の
修
理
の
施
工
時
期
と
施
工
者
と
思

わ
れ
る
墨
書
が
あ
り
、地
蔵
寺
の
軸
に
は
「
明
治
三
十
二
年
旧

二
月
中
四
日
出
来
同
国
中
嶌
郡
一
宮
町
御
表
具
司
長
球
堂
貮

代
目
野
々
垣
重
太
郎
行
年
三
十
二
歳
」
と
、
福
寿
院
の
軸
か

ら
は
「
明
治
三
十
八
年
九
月
中
五
日
一
之
宮
中
町
表
具
司
長

球
堂
時
七
十
一
才
　
助
手
重
太
郎
三
十
八
才
」
と
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
前
回
の
修
復
も
同
じ
よ
う

な
時
期
に
同
じ
施
工
者
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
今
回
の
修
復
に
あ
た
っ
て
も
両
寺
と
も
示
し
合
わ
せ
て

同
時
期
に
同
修
復
者
で
行
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、ま

さ
に
お
釈
迦
様
の
お
導
き
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
次
回
の
修
復
の
際
に
は
、私
自
身
は
恐
ら
く
は
こ
の
世
に
は

い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
偶
然
が
重
な
る
よ
う

に
な
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
末
永
く
数
多
く
の
文
化
財

絹
本
著
色
仏
涅
槃
図（
一
宮
市
指
定
文
化
財
・
地
蔵
寺
蔵
）

絹
本
著
色
釈
迦
涅
槃
図（
一
宮
市
指
定
文
化
財
・
福
寿
院
蔵
）

地
蔵
寺
涅
槃
図
修
復

地
蔵
寺
涅
槃
図
旧
軸
木(

部
分)

福
寿
院
涅
槃
図
旧
軸
木(

部
分)

福
寿
院
涅
槃
図
修
復

〈
主
な
参
考
・
引
用
文
献
〉

『
各
修
理
報
告
書
』

一
宮
市
教
育
委
員
会
『
一
宮
の
文
化
財
め
ぐ
り
　
増
補
改
訂
版
』
一
九
九
九

中
野
玄
三
編
『
日
本
の
美
術
二
六
八
　
涅
槃
図
』
一
九
八
八

名
古
屋
市
博
物
館
編
　
展
示
図
録
『
尾
張
の
仏
教
美
術
 
涅
槃
図
―
描
か

れ
た
釈
迦
入
滅
の
情
景
―
』
一
九
九
七
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民
俗
探
訪
　

11

消
え
ゆ
く
食
文
化
〜
ふ
な
味
噌

材料のギンブナ

民
俗
探
訪
　

11

食
生
活
の
変
化

　
私
た
ち
の
現
在
の
暮
ら
し
で
は
、ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
、身
近
で
便

利
な
店
舗
が
増
加
し
た
お
蔭
で
、お
金
さ
え
あ
れ

ば
物
が
手
軽
に
い
つ
で
も
手
に
入
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
夜
十
時
で
も
野
菜
が
買
え
る
、自
分
で

作
ら
な
く
て
も
朝
四
時
に
お
弁
当
が
買
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、一
方
で
自
然
食
や
無
添
加
と
い
う
言

葉
が
行
き
交
い
、買
い
物
の
際
に
は
産
地
を
確
認

し
て
か
ら
し
か
買
わ
な
い
と
い
う
人
も
増
え
て
い

ま
す
。こ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
事
情
が
か

か
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
昔
の
暮
ら
し

や
食
生
活
の
良
さ
を
振
り
返
る
こ
と
の
重
要
性

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

手
間
を
か
け
る
こ
と

　
博
物
館
に
や
っ
て
く
る
小
学
校
四
年
生
に
「
ふ

な
味
噌
知
っ
て
る
？
」
と
聞
い
て
も
、皆
き
ょ
と
ん
と

し
て
い
ま
す
。
見
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
聞
い
た
こ

と
も
な
い
、こ
れ
が
現
実
で
す
。
以
前
に
紹
介
し
た

箱
ず
し
も
、若
い
世
代
に
は
伝
承
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
特
に
、ふ
な
味
噌
の
よ
う
に
何
日
も
か
か
る
よ

う
な
料
理
で
、し
か
も
川
魚
が
な
か
な
か
手
に
入

ら
な
く
な
っ
た
現
在
で
は
、
作
ろ
う
に
も
材
料
で

あ
る
フ
ナ
が
魚
屋
で
売
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。一
九
九

五
年
一
月
十
八
日
に
作
っ
て
い
た
だ
い
た
ふ
な
味
噌

の
材
料
で
あ
る
フ
ナ
も
、
木
曽
川
で
獲
れ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ふ
な
味
噌
は
、寒
ブ
ナ
と
呼
ば
れ
る
、冬
の
寒
い
と

き
に
川
底
に
沈
ん
で
い
る
フ
ナ
を
獲
っ
て
作
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、ウ
ロ
コ
と
ハ
ラ
ワ
タ
を
取
り
ま
す
。こ
の

と
き
は
フ
ナ
を
四
キ
ロ
使
い
ま
し
た
が
、大
豆
二
キ
ロ

を
水
に
浸
し
て
お
き
、鍋
に
敷
い
て
、そ
の
上
に
フ
ナ

を
の
せ
て
水
煮
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、
噴
き
こ
ぼ
れ

た
ら
火
を
弱
く
し
、ア
ク
を
取
っ
て
コ
ト
コ
ト
と
煮
て

い
き
ま
す
。二
日
ほ
ど
で
骨
ま
で
や
わ
ら
か
く
な
り
、

味
噌
と
砂
糖
で
味
付
け
を
し
て
、ま
た
煮
ま
す
。
昔

は
た
く
さ
ん
作
っ
て
お
い
て
、
何
日
も
食
べ
続
け
ま

し
た
。
く
ら
し
展
の
「
海
の
く
ら
し
」
で
紹
介
す
る

知
多
半
島
・
渥
美
半
島
の
煮
味
噌
も
こ
れ
に
よ
く

似
て
い
ま
す
。
手
間
と
時
間
の
か
か
る
面
倒
な
料

理
の
よ
う
で
す
が
、実
は
合
理
的
な
の
で
す
。

昔
か
ら
学
ぶ
こ
と

　
ふ
な
味
噌
だ
け
で
な
く
、く
ら
し
展
の
催
事
で

よ
く
作
る
五
目
や
セ
ン
バ
ヤ
キ
も
、
材
料
は
少
し

で
簡
単
に
で
き
る
料
理
で
す
。
五
目
の
材
料
は
、

米
と
ゴ
ボ
ウ
と
カ
シ
ワ
と
醤
油
と
砂
糖
だ
け
。
昔

の
料
理
は
、「
今
あ
る
も
の
を
料
理
し
て
食
べ
る
」

と
い
う
、
生
き
て
い
く
上
で
の
基
本
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、こ
の
よ
う
な
地
域
色
・
季

節
感
あ
ふ
れ
る
食
文
化
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
久
保
禎
子
）

フナのハラワタを取る

水に浸してやわらかくした大豆の上に、フナ

をのせて水煮をする

アクを取り、2日ほど煮る

骨までやわらかくなったら、味噌と砂糖で

味をつける。

※北方町大日／豊田富子さん・豊田耕吉

さんに作っていただきました。

↑奥でセンバヤキを焼いています。材料は米

粉や小麦粉。粉にほんの少し砂糖を入れ、水

でといてクレープのように焼きます。

←炊き上がったご飯の上に、あらかじめ煮て

おいたゴボウとカシワを入れます。

フナのウロコを取る
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市
域
に
は
数
多
く
の
涅
槃
図
が
現
存
し
、

そ
の
な
か
で
も
古
い
も
の
は
鎌
倉
時
代
の
制

作
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当
地
域
の
優

れ
た
仏
教
文
化
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
時

代
の
お
釈
迦
さ
ま
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
在
に
伝

え
る
貴
重
な
も
の
で
す
。
本
展
覧
会
で
は
、

涅
槃
図
や
絵
巻
、
版
本
の
挿
絵
な
ど
を
通
じ

て
、
中
世
か
ら
近
世
の
人
々
が
思
い
描
い
て

い
た
、
お
釈
迦
さ
ま
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

第44号

東
海
北
陸
自
動
車
道

妙
興
寺

一宮
ＪＣT

一宮西
IＣ

一
宮
東
入
口

一
宮
東
出
口

一宮
南出口

一
宮
西
春

出
口

一
宮
中
入
口

尾西
IＣ

N

国
道
22
号
線

名
古
屋
高
速
16
号
一
宮
線

至
尾
張
一
宮
駅

多
加
木
北

名神高速道路

県道一宮西中野線

J
R
東
海
道
本
線

県
道
名
古
屋
一
宮
線

西
尾
張
中
央
道

至
名
鉄
一
宮
駅

名
鉄
名
古
屋
本
線

一宮IＣ

一宮市博物館

妙興報恩禅寺Ｐ

Ｐ

苅
安
賀
南

下
浅
野

［交通］名鉄名古屋本線「妙興寺」駅下車南出口より徒歩7分

※にこにこふれあいバス「博物館西」(平成21年5月1日より)下車徒歩5分

平成21年度催し物のご案内

お
釈
迦
さ
ま
の
も
の
が
た
り

企
画
展4

月
25
日
(土)
〜
5
月
31
日
(日)

茶
の
湯
の
浸
透

企
画
展6

月
20
日
(土)
〜
7
月
26
日
(日)

牧
進
展

特
別
展10

月
10
日
(土)
〜
11
月
29
日
(日)

　
本
講
座
で
は
歴
史
の
み
な
ら
ず
自
然
環
境

や
民
俗
文
化
な
ど
広
い
分
野
か
ら
講
師
を
招

い
て
講
演
会
を
行
い
、
濃
尾
平
野
―
特
に
尾

張
平
野
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
尾
張
で
展
開
さ
れ
た
本
草
学
や
洋
学
、
国

学
、
絵
画
な
ど
の
学
問
や
文
化
を
テ
ー
マ
に

地
域
の
歴
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

尾
張
平
野
を
語
る
14

講
座

2
月
28
日
(日)
・
3
月
7
日
(日)
・
3
月
14
日
(日)

　
市
内
に
あ
る
文
化
財
の
う
ち
い
く
つ
か
を
、

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
解
説
に
よ
り
観

覧
し
ま
す
。 市

民
文
化
財
め
ぐ
り

講
座

11
月
初
旬
予
定

　
一
宮
市
指
定
無
形
文
化
財
の
公
演
を
行
い

ま
す
。
　

民
俗
芸
能
公
演

公
演

3
月
21
日
(日)
13
時
30
分
よ
り

　
二
〇
〇
九
年
に
開
催
さ
れ
る
第
六
十
七
回

一
宮
市
美
術
展
の
成
果
等
を
受
け
て
、
一
宮

市
美
術
展
依
頼
出
品
者
・
市
長
賞
受
賞
者
、

一
宮
美
術
作
家
協
会
・
一
宮
書
道
協
会
・
一

宮
写
真
協
会
推
薦
者
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

2
0
0
9
一
宮
市
現
代
作
家
美
術
秀
選
展

企
画
展12

月
5
日
(土)
〜
20
日
(日)

　
一
宮
美
術
作
家
協
会
会
員
に
よ
る
最
新
の

発
想
で
イ
メ
ー
ジ
の
試
作
を
展
開
し
た
力
作

（
絵
画
・
平
面
、
彫
塑
・
立
体
、
デ
ザ
イ
ン
、

工
芸
）
を
展
示
し
ま
す
。

2
0
0
9
一
宮
美
術
作
家
展

8
月
29
日
(土)
〜
9
月
13
日
(日)

　
感
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
表
現
力
で
、
熱
い

思
い
を
込
め
た
写
真
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

一
宮
写
真
協
会
展

9
月
17
日
(木)
〜
9
月
27
日
(日)

展
覧
会

　
一
宮
市
博
物
館
保
管
の
江
戸
期
の
庄
屋
文

書
を
中
心
と
し
た
読
解
、
お
よ
び
そ
の
歴
史

的
背
景
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

古
文
書
講
座

通
年

講
座

　
歴
史
学
や
民
俗
学
、
考
古
学
、
自
然
、
美

術
な
ど
に
興
味
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
、
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
活

動
。
見
学
会
・
体
験
学
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
盛
り
込
み
、
考
え
方
を
育
て
ま
す
。

M
u
s
e
u
m
　
K
i
d
s
 
C
l
u
b

通
年

講
座

講
座

　
江
戸
時
代
の
尾
張
で
は
茶
の
湯
が
盛
ん
で

し
た
。
後
期
に
は
、
名
古
屋
城
下
の
武
士
・

町
人
の
み
な
ら
ず
庄
屋
層
を
中
心
に
在
村
ま

で
浸
透
し
、
盛
ん
に
茶
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
展
覧
会
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
に

村
で
行
わ
れ
て
い
た
茶
の
湯
を
通
し
て
、
在

村
に
お
け
る
文
化
展
開
の
一
端
を
紹
介
し
ま

く
ら
し
の
道
具
〜
今
と
昔
〜

企
画
展1

月
9
日
(土)
〜
2
月
28
日
(日)

※詳細は市広報・ホームページ、または博物館までお問い合わせ下さい。

　
市
域
に
お
け
る
衣
・
食
・
住
に
関
す
る
民
俗

資
料
を
は
じ
め
、
木
曽
川
上
流
の
山
間
部
で
使

わ
れ
て
い
た
生
活
道
具
、
知
多
半
島
・
渥
美
半

島
で
使
わ
れ
て
い
た
生
活
道
具
を
展
示
し
、
自

然
環
境
の
違
い
に
よ
る
道
具
の
比
較
を
行
い
ま

博物館西

博物館西

ピアゴ

　
牧
進
氏
は
川
端
龍
子(

り
ゅ
う
し)

氏
に
師

事
し
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
日
本
画
家
の
道
を

歩
み
始
め
ま
し
た
。
龍
子
亡
き
後
は
無
所
属

と
し
て
制
作
を
続
け
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
日
本
の
四
季
の
な
か
で
、
花
鳥
風
月
や
山

川
草
木
に
本
質
を
見
出
し
、
「
美
し
い
日
本
」

が
そ
の
作
品
に
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

内
妙
興
寺
所
有
の
襖
絵
「
四
季
生
生
図
」
を

中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
美
の
魅
力
を

展
観
し
ま
す
。


